
令和 4 年度 一般講演会 会場アンケート（メイン会場） 
 2023.2.25（土） 開催   

会場参加 15 名・アンケート提出 15 名：回収率 100％ 
 
質問１．立場を教えてください。 

当事者 家族 職場 支援者 その他 
２名 4 名 0 名 6 名 3 名 

支援者内訳（理学療法士１名、精神保健福祉士 2 名、ケアマネージャー１名、作業療法士 2 名） 
その他記載なし 3 名 
 
質問２．多田さんのお話を聞いて、ご自身の中で得られたことはありましたか？ 
・社会の中で周知させることの重要性を痛感 
・多田さんのお話をきいて、1 人 1 人幸せになる権利もあるし、奥が深い物が沢山あると思いました。 

多田さんからパワーをもらいました。ありがとう。 
・はるそらさんの活動、すごいです！！聞いててワクワクしました。私にも出来る事があるかも！！と

前向きになりました。多田さんありがとうございました。 
・多田さんの講演を聞いて家族の気持ちがわかります。思春期の娘の事、妻の事にとても感謝の 

気持ちでいっぱいになりました。 
・1 人ひとり人生にはストーリーがあり、家族もまた１人ひとりのストーリーがある。その時々で 

関わり、つなぎ、少しでも当事者や家族のサポートが出来ればと思います。 
・当事者として大変な時を過ごし、又他者の事を考えて下さったおかげで知る事が出来、今後の自信の

あり方に参考にしたいと思います。本人の安心、家族への配慮。 
・共感する事が多く、私だけじゃないんだと思えることができました。本人とどう向き合ったら気持ち

が落ち着くのか、不安を取り除いてあげられるのか、寄り添ってあげられるのか前向きに考えられそ

うです。 
・信頼できる仲間 安心できる場所が必要であること 沖縄県でも実態調査アンケート実施するべき 
・当事者の方の生の声をお聞きし様々な問題、困り事があるのだと 
・当事者家族としての経験談がすごく伝わった。家族としての罪悪感や色々な葛藤があったと感じた。 
・当事者本人にとって安心して利用できる場所、信頼出来る仲間をつくってあげるように家族は 

頑張っていかなければならないと思いました。ありがとうございました。 
・家族として関わるようになり、法人を作って支援活動に力を入れている点に感動しました。 
・支援者の何気ないひと言で傷つけてしまうことがあること、逆に支えにもなれること 
・記載なし 2 名 
 
質問３．若年性認知症相談窓口・若年性認知症支援コーディネーターの業務について 

とても理解できた まあ理解できた 難しかった 記載なし 
10 名 5 名 0 名 0 名 

 



 
４．本日の講演会で参考になったことありますか？ 
・本人、ご家族の声を聞き出す仕組みを作りたい 
・認知症には運動、会話が大事、活動力を高める 
・今から事業所探しが始まるので参考になりました。まだまだ居場所づくりに前向きじゃないですが、

事業所での実際楽しく過ごしている様子が少しでも理解できたので本人への声かけ、話合いの時に前

向きに説明出来そうです。 
・若年性認知症支援コーディネーターとの連携 
・コーディネーターが県内で 2 人になるよう調整中とのことで今後よりよい体制が構築されて行くと 

いいなと思います。 
・若年性認知症の理解をもっと周知していかないといけないと！！ 
・時代が変われば人がかわり、ニーズがかわり、サービスがかわる。介護度がかわれば関わり方、 

ニーズ、利用できるサービスもかわっていかなければならないと学びました。 
・新年度から認知症に関わることが少なくなりますが、自分自身の知識として勉強になりました。 

ワンスタイルさんは、若年性の方でも利用しやすいサービスと思いました。 
・記載なし 7 名 
 
５．今回の講演会の満足度 

とても理解できた まあ理解できた 難しかった 記載なし 
11 名 ３名 0 名 1 名 

・記載なし１名 
 
６．次回の講演会の要望について 
・当事者の声は強いですね。もっと聴きたい。 
・ヤングケアラー当事者の方の講話 
・もっと色々な他府県の情報が聞きたい!! 
・ピアサポート活動について、いろいろな支援者から実践についてお話を聞きたいです。 
・記載なし 11 名 
 
７．今後オンラインでの講演会開催について参加の有無について 

参加したい 参加したくない 
11 名 0 名 

参加するなら 参加出来ない 
職場（ 6 名 ）個人（ 9 名 ）記載なし 2 名 0 名（理由） 

・記載なし 4 名 
 
８．コーディネーターに望むことや、欲しい情報など 
・いつも支えて頂き、とても心強いです。コーディネーターさんにつながる事で、不安はや問題が軽減



できることを多くの人に知って欲しいです。 
・若年性認知症（当） 
・いつもサポート、支援ありがとうございます。 
・空白の時季に誰に 本人?!会社～妻、夫～？ 
・県内の若年性認知症専門員との連携 
・人数を増して安次富さんの負担を減らして欲しいです!!（多良間） 
・コーディネーターお一人で全県対応で多変だと思いますががんばってください。協働の心で取り組ん

でいきましょう。 
・記載なし 8 名 
 
９．コーディネーターに相談したいことはあるか？ 
・記載なし 15 名 
 
１０．感想 
・安次富さんの業務量の多さにおどろきました。コーディネーター増員が必要だと思いました！！ 
＊遊農倶楽部を南部地区（豊見城市）でも出来るようにしたい。して欲しい。 


